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①要約： 

このアイデアは、マイクロソフトが開発した発明であり、会議や講義などでのメモ取りを

効率化するためのシステムです。参加者が重要な瞬間を認識し、それに基づいてテキスト

化されたメモを自動的に作成することが可能です。また、メモは共有され、議事録の作成

にも利用されます。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、会議や講義の参加者がメモ取りを容易にし、重要な情報を逃さな

いようにすることです。手書きのメモでは情報の記憶が難しくなるため、テキスト形式で

のメモ作成を支援することで、参加者の負担を減らし、情報の効果的な共有を実現しま

す。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、音声認識技術を活用して会議や講義の音声を自動的にテキスト

化することにあります。また、参加者が特定のアクションを行うことで重要な情報が記録

される仕組みも特徴的です。これにより、時間や手間をかけずにメモ作成が可能となりま

す。 

 

④独自性： 

このアイデアはマイクロソフトが特許を持つものであり、他社の類似システムとは異なる

独自のアプローチです。特に、重要な情報の認識と記録に関する機能が、他のシステムに

はない独自性を持っています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、会議や講義におけるメモ作成の効率化を実現することで、時間と労力の

節約に貢献します。メモの自動作成や議事録の自動生成により、参加者が手作業で行う必

要がなくなります。さらに、参加者全員で共有されるメモに基づいて議事録が作成される

ことにより、情報の共有が円滑化し、作業効率が向上します。したがって、経済的な価値

を提供すると言えます。 


